
















































































佐 野 賢治 (神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科･教授)
第4班は､70年以上にわたる日本常民文化研究所の図
像 ･民具 ･写真資料に関する調査研究の蓄積を踏まえた
1班から3班による資料の体系化の作業と共同しながら非
文字資料を文化情報として発信するシステム､および新
しい技法に習熟した専門技術者養成方法の開発を目指し
ます｡このプロジェクトの主題は､非文字資料､文字に表
現されない人FLUの諸活動を資料化し､それを体系化する
ことですが､わが班では､文字資料の伝存形態もその視
野に入れながら､人間の諸活動のあとに残されたすべて
を資料と捉え､大きく資料のあり方から人閲の営み､生活
◎
を追及することが可能であることを第一の前提として考
えています｡
第二に､図像､身体技法 ･感性､環境と景観､それぞ
れの11-体的資料の体系化をLは票とする他の班と違い､第
4班は､①対象-②資料化-③データ化→④体系化-⑤
公開化 と資料処理のすべての段階をソフト･ハードの
両面から扱います｡そのために班員は文書･民俗 ･艮艮
資料の伝存形態や資料の制度的 ･社会史的な扱い､情報
理論 ･工学に関心を持ち､アジアや欧米の資料館 (博物
師 ･文書BT,(･美術師など)の骨｢嗣こ詳しいもので構成さ
